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私
は
、現
代
史
は
、研
究
の
対
象
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

現
に
生
き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
、と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
中
に
私
た
ち
自
身
も
生
き
て
い
る
の
で
す
。

…
…

私
た
ち
は
、現
代
史
に
解
決
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
、「
い
ま
、こ
の
時
の
存
在
」を
確
か
め
、

未
来
に
生
き
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
、と
思
い
ま
す
。

（
一
九
七
二
年
三
月
一
日
、内
田
知
行
宛
書
簡
よ
り
。「
藤
井
忠
俊
の
現
代
史
研
究
の
軌
跡
」
第
二
巻
収
録
）

藤井が主宰した
『季刊現代史』全９号表紙

藤
井
忠
俊

著
作
集

編
纂 

藤
井
忠
俊
研
究
会

全2巻

不二出版

駒込 武氏（京都大学）推薦！

私
た
ち
は
現
代
史
に
解
決
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
│

現
代
史
に
解
決
を
与
え
る
こ
と
で
、

 

私
た
ち
は
、「
い
ま
、こ
の
と
き
の
存
在
」を
確
か
め
、

  

未
来
に
生
き
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
る―

―

『
季
刊
現
代
史
』の
挑
戦

1
第

巻

戦
争
と
民
衆
史

2
第

巻

私
は
研
究
の
柱
を
、い
か
に
民
衆
が
戦
争
と
そ
の
支
援
に
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
か

と
い
う
こ
と
へ
集
中
し
て
い
き
ま
し
た
。

国
民
が
い
つ
の
ま
に
か
戦
争
支
持
に
ま
わ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
一
体
何
な
の
か
、

そ
れ
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
追
究
し
て
み
た
の
が
国
防
婦
人
会
の
研
究
で
す
。

…

〔
そ
こ
で
〕…

戦
地
に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
い
く
兵
士
を
送
り
出
す
や
り
方
が
、

ひ
と
つ
の
お
祭
り
に
形
式
化
し
て
い
く
凄
さ
を
感
じ
ま
す
。

（
鹿
野
政
直
と
の
対
談
よ
り
。「
戦
後
歴
史
学
と
戦
争
研
究
」
第
二
巻
収
録
）

「帝銀事件」の平沢貞通から松本清張宛の手紙。
『日本の黒い霧』をはじめとする清張の「史眼」
は、藤井らの「現代史の会」に大きな影響を与
えた。（北九州市立松本清張記念館蔵）

「
現
代
史
を
解
決
す
る
」気
概
を
も
っ
て
、『
国
防
婦
人
会
』『
兵
た
ち
の
戦
争
』を
世
に
問
い
、
人

び
と
へ
の
共
感
と
鋭
利
な
知
性
を
も
っ
て
戦
争
と
民
衆
の
現
代
史
を
切
り
拓
い
た
藤
井
忠
俊
。

本
著
作
集
は
自
ら
が
主
宰
し
た『
季
刊
現
代
史
』の
諸
論
考
に
加
え
、
戦
争
動
員
、
松
本
清
張
、

公
衆
衛
生
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
論
考
を
網
羅
、集
成
。
さ
ら
に『
季
刊
現
代
史
』総
目
次
、
著

作
目
録
、
解
説
を
附
し
た
決
定
版
。「
現
代
史
に
ど
う
向
き
あ
う
か
」を
つ
ね
に
つ
き
つ
け
る
、

藤
井
の
こ
と
ば
が
今
、
よ
み
が
え
る
│ 藤

井
忠
俊　
（
ふ
じ
い
・
た
だ
と
し 1931―

2018

）

民
衆
史
研
究
者
。『
国
防
婦
人
会
』『
兵
た
ち
の
戦
争
』『
在
郷
軍
人
会
』を
世
に
問

い
、「
現
代
史
の
会
」
主
宰
を
松
本
清
張
よ
り
引
き
継
ぐ
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
よ

ら
ず
民
衆
史
の
立
場
か
ら
新
し
い
現
代
史
研
究
を
再
構
築
し
た
。
日
記
、
書
簡
、

手
記
な
ど
膨
大
な
一
次
資
料
を
丹
念
に
あ
た
り
、
そ
こ
に
内
在
す
る
論
理
を「
読

み
解
く
」
藤
井
の
鋭
利
な
手
さ
ば
き
は
、
同
時
に
人
間
へ
の
温
か
い
共
感
に
満

た
さ
れ
て
い
る
。
本
著
作
集
は『
季
刊
現
代
史
』
所
収
の
戦
争
研
究
の
成
果
、
松

本
清
張
作
品
の
分
析
、さ
ら
に
自
ら
が
経
営
し
た
保
健
文
化
社
発
行
の
雑
誌『
健

康
管
理
』所
収
の
医
療
と
衛
生
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
広
範
な
藤
井
忠
俊
の

業
績
を
一
挙
に
集
成
。
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『
季
刊
現
代
史
』を
主
宰
、

松
本
清
張
と
現
代
史
研
究
の
地
平
を
切
り
拓
い
た

藤
井
忠
俊
の
軌
跡
が
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に
！

藤
井
忠
俊

著
作
集 編

纂 

藤
井
忠
俊
研
究
会

不
二
出
版

『
季
刊
現
代
史
』の
挑
戦

1藤
井
忠
俊

著
作
集 編

纂 

藤
井
忠
俊
研
究
会

不
二
出
版

戦
争
と
民
衆
史

2

国
防
婦
人
会
の
活
動
が
、

 

ひ
と
つ
の「
お
祭
り
」に
な
っ
て
ゆ
く
凄
さ…

…

藤井の『国防婦人会 日の丸とカッポ
ウ着』（1985年）は、第一次資料を駆
使して戦争と人びととの関係を浮き
彫りにした。



　
　
　

刊
行
に
あ
た
っ
て

第
一
部
『
季
刊
現
代
史
』論
考

第
一
章 

現
代
史
に
お
け
る「
満
州
事
変
」の
意
味

　
　
　

な
ぜ「
満
州
事
変
」を
と
り
あ
げ
る
か 

│
そ
の
戦
争
の
性
格
に
つ
い
て
│

　
　
　
「
満
州
事
変
」と
中
国
民
衆
の
抵
抗 

│
反
満
抗
日
統
一
戦
線
の
民
衆
的
基
礎
│

　
　
　

編
集
後
記〔
第
一
号
〕

第
二
章 

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

　
　
　

民
衆
動
員
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

　
　
　

編
集
後
記〔
第
二
号
〕

第
三
章 

日
本
敗
戦

　
　
　

敗
戦
の
な
か
の
民
衆
像

　
　
　

編
集
後
記〔
第
三
号
〕

第
四
章 

現
代
史
の
な
か
の
兵
士
像

　
　
　

兵
士 

│
軍
隊
に
動
員
さ
れ
た
民
衆
│

　
　
　

編
集
後
記〔
第
四
号
〕

第
五
章 

フ
ァ
シ
ズ
ム
形
成
と
権
力
に
よ
る
民
衆
の
組
織
化

　
　
　

権
力
に
よ
る
民
衆
組
織
化
の
前
提
と
条
件

　
　
　

編
集
後
記
〔
第
五
号
〕

第
六
章 

日
中
戦
争
の
全
面
拡
大
と
民
衆
動
員
の
展
開

　
　
　

日
中
戦
争
に
お
け
る
民
衆
動
員
の
諸
相
と
民
衆
の
対
応

　
　
　

編
集
後
記〔
第
六
号
〕

第
七
章 

治
安
維
持
法
体
制

　
　
　

治
安
維
持
法
を
め
ぐ
る
対
抗
と
そ
の
背
景

　
　
　

編
集
後
記〔
第
七
号
〕

第
八
章 

国
民
教
育
の
諸
相
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
形
成

　
　
　

教
育
の
な
か
の
国
家
と
民
衆 

│
村
を
追
っ
て
│

　
　
　

編
集
後
記〔
第
八
号
〕

第
二
部
『
季
刊
現
代
史
』第
九
号〔
影
印
版
復
刻
、抄
録
に
よ
る
〕

　
　
　
『
季
刊
現
代
史
』第
九
号
〔
一
九
七
八
年
九
月
〕

　
　
　
『
季
刊
現
代
史
』総
目
次

　
　
　

期
待
さ
れ
ざ
る
皮
相
な
人
物
の
評
伝
に
虚
ろ
な
読
後
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
書
評 

保
坂
正
康『
東
條
英
機
と
天
皇
の
時
代
』
上
・
下
〕

　
　
　
〔
書
評
〕洞
富
雄
著『
決
定
版 

南
京
大
虐
殺
』

　
　
　

民
衆
を
軸
に
展
開
し
た
現
代
史
〔
書
評 

菊
地
昌
典
『
一
九
三
〇
年
代
論 

歴
史
と
民
衆
』〕

　
　
　

は
じ
め
に「
戦
争
」あ
り
き 

│
国
家
総
動
員
法
五
十
年
│

第
二
章 
動
員
さ
れ
る
人
び
と
│
在
郷
軍
人
会
│

　
　
　

村
と
戦
場
﹇
共
同
研
究
﹈近
現
代
の
兵
士
の
実
像 

│
総
論
│

　
　
　

村
発
信
の
特
異
な
在
郷
軍
人
分
会
誌 

│
戦
場
と
交
信
し
た『
真
友
』の
発
見
と
分
析
│

　
　
　

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
衆
動
員

　
　
　

在
郷
軍
人
会
に
み
る
国
家
と
民
衆
の
顔

　
　
　

市
民
と
軍
国
主
義
の
関
係 

│
在
郷
軍
人
会
・
国
防
婦
人
会
の
研
究
│

　
　
　

昭
和
初
期
戦
争
開
始
時
に
お
け
る
大
衆
的
軍
事
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
典
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

│
軍
用
機（
愛
国
号
・
報
国
号
）献
納
運
動
の
過
程
に
つ
い
て―

―

　
　
　
〔
書
評
〕土
田
宏
成
著『
近
代
日
本
の「
国
民
防
空
」体
制
』

第
三
章 

女
性
た
ち
と
戦
争
│
国
防
婦
人
会
│

　
　
　

国
防
婦
人
会

　
　
　

自
著
を
語
る 

│『
国
防
婦
人
会
』│

　
　
　

国
防
婦
人
会 

銃
後
と
軍
結
ぶ

　
　
　

中
国
占
領
地
に
お
け
る
徴
集
と
慰
安
所
の
展
開

　
　
　

吉
岡
弥
生
著『
婦
人
に
与
ふ
』

　
　
　
〔
書
評
〕岡
野
幸
江
・
北
田
幸
恵
・
長
谷
川
啓
・
渡
邊
澄
子
編『
女
た
ち
の
戦
争
責
任
』

第
四
章 

『
日
本
の
黒
い
霧
』と
社
会
問
題

　
　
　

松
本
清
張
と『
日
本
の
黒
い
霧
』

　
　
　
『
日
本
の
黒
い
霧
』の
時
代
認
識
と
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

│「
黒
地
の
絵
」と
帝
銀
・
下
山
・
松
川
事
件
諸
作
品
の
資
料
検
証
│

　
　
　

日
本
の
黒
い
霧 

│
現
代
史
へ
の
接
近
│

　
　
　
『
日
本
の
黒
い
霧
』の
今
日
的
意
味

　
　
　

水
系
を
め
ぐ
る
政
治
環
境
の
変
化 

│
大
正
期
前
後
に
お
け
る
甲
府
盆
地
の
政
治
過
程
│

　
　
　
〔
書
評
〕高
野
義
祐
著『
米
騒
動
記 

そ
の
四
十
周
年
を
回
顧
し
て
』

　
　
　
〔
書
評
〕岡
野
加
穂
留
編
著

                

『
福
祉
社
会
の
未
来
構
造
論 

未
来
福
祉
の
た
め
の
遺
伝
子
組
み
換
え
試
論
』

第
五
章 

健
康
と
公
衆
衛
生

　
　
　

日
本
の
結
核
の
進
路
を
さ
ぐ
る
│
公
衆
衛
生
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

日
本
の
結
核
の
将
来
よ
り
│

　
　
　

保
健
指
導
担
当
者
へ
の
質
問
状

　
　
　

高
齢
化
社
会
の
性
格
を
再
考
す
る

　
　
　

現
代
家
庭
の
生
態 

│
司
会
の
こ
と
ば
│

　
　
　

生
活
変
化
の
実
態
・
前
説 

│
司
会
の
こ
と
ば
と
し
て
│

　
　
　

文
明
と
健
康
を
考
え
る 

│
司
会
の
こ
と
ば
│

　
　
　

閉
会
挨
拶
〔
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
め
ざ
し
て
〕

　
　
　

現
代
日
本
人
と
肥
満 

│
司
会
者
前
説
│

　
　
　

生
活
の
リ
ズ
ム
の
変
化
を
ど
う
と
ら
え
る
か 

│
ま
と
め
│

　
　
　

閉
会
挨
拶
〔
自
ら
管
理
す
る
健
康
と
健
康
支
援
〕

　
　
　
『
健
康
管
理
』の
編
集
後
記

　
　
　

藤
井
忠
俊
の
現
代
史
研
究
の
軌
跡（
内
田
知
行
・
米
田
俊
彦
）

　
　
　

藤
井
忠
俊
著
作
目
録

　
　
　
『
健
康
管
理
』特
集
記
事
一
覧

　
　
　

藤
井
忠
俊
年
譜

　
　
　

あ
と
が
き

『
季
刊
現
代
史
』の
挑
戦

第

巻

1
第
一
章 

戦
争
と
歴
史
学

　
　
　

近
代
日
本
の
戦
争
動
員
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
　

戦
後
史
を
め
ぐ
る
歴
史
意
識
の
変
容 

│
戦
後
を
否
定
す
る
論
理
と
は
何
か
│

　
　
　

戦
後
歴
史
学
と
戦
争
研
究
〔
歴
博
対
談
第
一
九
回
、
鹿
野
政
直（
対
談
）〕

　
　
　

田
中
義
一 

│
対
中
強
硬
路
線
と
治
安
維
持
法
の
発
動
者
│

　
　
　

欠
落
し
た「
松
岡
復
権
」と「
歴
史
の
見
直
し
」と
の
区
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  〔
書
評 

豊
田
譲『
松
岡
洋
右 

悲
劇
の
外
交
官
』
上
・
下
〕

戦
争
と
民
衆
史

2
第

巻

日
本
人
は
す
べ
て

      
フ
ァシ
ス
ト
の
下
士
官
候
補
で
も
あ
っ
た
の
だ

帝
国
史
の
側
で
は

民
衆
史
の
モ
チ
ー
フ
と
方
法
論
を

咀
嚼
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
っ
た
く
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
。

・・・・・・藤
井
忠
俊
の
言
葉
は
、

そ
の
不
勉
強
に
突
き
刺
さ
る
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
教
授  

駒
込 

武

本
書
内
容

色
川
大
吉
、
鹿
野
政
直
、
安
丸
良
夫
、
ひ
ろ
た
・
ま
さ
き
と
連
な
る
民
衆
史

研
究
の
動
向
と
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
勃
興
し
た
帝
国
史
研
究
の
潮
流
は

ど
の
よ
う
に
綜
合
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
衆
史
の
側
で
は
鹿
野
に
よ
る

伊
波
普
猷
研
究
が
あ
り
、
晩
年
の
ひ
ろ
た
は
台
湾
に
お
け
る
竹
久
夢
二
に
つ

い
て
論
じ
た
。
そ
れ
で
は
、
帝
国
史
の
側
で
は
民
衆
史
の
モ
チ
ー
フ
と
方
法

論
を
咀
嚼
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
っ
た
く
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
。

自
戒
を
込
め
て
そ
う
感
じ
る
。「
外
地
」
に
あ
る
と
「
内
地
」
に
あ
る
と
を
問

わ
ず
「
日
本
人
す
べ
て
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
下
士
官
候
補
で
も
あ
っ
た
の
だ
」

（「
民
衆
動
員
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」
第
一
巻
収
録
）と
い
う
藤
井
忠
俊
の
言
葉
は
、

そ
の
不
勉
強
に
突
き
刺
さ
る
。
お
よ
そ
半
世
紀
前
の
指
摘
で
あ
る
。
自
分
自

身
を
そ
の
一
部
と
し
て
含
む
と
こ
ろ
の
「
現
代
史
」
を
学
び
直
す
手
が
か
り

と
し
て
、『
藤
井
忠
俊
著
作
集
』
の
刊
行
を
よ
ろ
こ
び
た
い
。
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